
令
和
6
年
9
月
1
日

N
o.184

2024
年

北
部

市
町

村
議

会
議

員
・

事
務

局
職

員
研

修
会

に
出

席
し

ま
し

た
。

北
部

市
町

村
議

会
議

員
・

事
務

局
職

員
研

修
会

に
出

席
し

ま
し

た
。

C
o

n
te

n
s

○
 一

般
質

問
 

P2
～

P8
○

 議
案

等
の

議
決

結
果

一
覧

討
論

 
 P9

～
P12

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
議
会
で
は
、「
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
に
使
用
し
て
欲
し
い
写
真
」
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
！

画
像
デ
ー
タ
と
連
絡
先
を
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

gikai@
vill.ogim

i.lg.jp　（
事

務
局

担
当

：
宮

城
 ま

で
）

7
0
. ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

3
1

. ウ
ン

ガ
ミ



大宜味村 議会だより  　No.184 01

村政を問う！

P2 平良 嗣男 議員 認知症対応型グループホーム
入居者家賃助成について

P3 宮城 貢 議員 令和６年度重点事業等の進捗と
政治姿勢について

P4 大山 美佐子 議員 本村各種税金および手数料などに
ついて

P5 大城 邦彦 議員 台湾地震に伴う津波警報での
避難状況について

P6 吉浜 覚 議員 安心・安全な住みよい環境づくりを
問う

P7 宮城 良治 議員 台風後の対策について

P8 宮城 美和子 議員 村営団地保証人制度廃止について

村
内
に
は
、
介
護
度
区
分
　
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
ら

れ
た
村
民
が
多
数
居
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
村
か
ら

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
家
賃
助
成
（
補
助
金
等
）

が
で
き
な
い
か
次
の
３
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
介
護
度
区
分
要
支
援
１
〜
要

介
護
５
ま
で
の
村
民
は
何
名

な
の
か
。

②
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

が
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
の
家
賃
等
補
助
事

業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

③
村
か
ら一人
当
た
り
２
万
円
の

家
賃
助
成
が
で
き
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
令
和
６
年
３
月
末
時
点
で
要

介
護
認
定
は
、
２
４
１
名
。

そ
の
う
ち
、
村
民
（
住
所
地

特
例
該
当
者
を
除
く
）
は
２

３
３
名
で
あ
る
。

②
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お

い
て
、
家
賃
、
食
材
費
及
び

光
熱
水
費
の
費
用
負
担
が
困

難
な
低
所
得
者
に
対
し
、
利

用
者
負
担
の
軽
減
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
助

成
を
行
う
も
の
と
な
って
い
る
。

③
地
域
支
援
事
業
の
「
包
括
的

支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
」

の
中
に
事
業
メ
ニュ
ー
が
あ
り
、

制
度
上
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
実
施
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
村
に
お
い

て
は
、
現
在
、
既
に
「
包
括

的
支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
」

の
交
付
上
限
額
を
超
過
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
実
施
す
る

事
は
難
し
い
。

広
域
連
合
が
行
っ
て
い
る
地
域
事

業
の
包
括
的
支
援
事
業
及
び
任

意
事
業
の
そ
の
他
事
業
の
中
で

認
知
症
対
策
型
協
働
介
護
事
業

が
あ
り
、
お
隣
の
国
頭
村
は
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
居
者
家
賃
助
成
事
業
実
施

要
綱
を
平
成
30
年
９
月
11
日
に

告
示
を
し
て
実
施
を
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
は
、
令
和
３
年
度
、

補
助
額
が
２
５
３
万
９
８
０
０

円
、
延
べ
人
数
が
１
３
０
人
分
、

令
和
４
年
度
は
３
２
７
万
８
３
５

０
円
、
１
６
０
人
分
、
令
和
５

年
度
は
３
０
０
万
６
５
０
０
円
１

５
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
約

１
５
０
名
に
対
し
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
広
域
の
事
業
を
使
っ
て
お

り
、
村
の一般
財
源
が
出
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
国

頭
村
は
行
っ
て
い
る
。
村
長
は
大

変
難
し
い
と
い
う
が
、
低
所
得

で
入
居
費
用
が
ど
う
し
て
も
で

き
な
い
方
が
い
る
。
そ
う
い
う

こ
と
を
鑑
み
て
、
も
う一歩
、
行

政
の
長
と
し
て
、
福
祉
に
力
を

入
れ
て
や
っ
て
い
く
と
、
そ
う
い

う
思
い
が
な
い
の
か
。
大
宜
味

村
の
村
づ
く
り
応
援
寄
附
の
中

で
、
介
護
福
祉
充
実
に
関
す
る

事
業
で
８
４
０
万
円
あ
り
、
そ

こ
ら
辺
を
活
用
し
た
福
祉
の
充

実
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
も
ち
ろ
ん
弱
者
を
支
え
る
の
は

村
の
役
目
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
ら

辺
は
事
業
主
体
の
経
営
実
態
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
形

で
こ
の
単
価
設
定
が
さ
れ
て
、
ど

れ
だ
け
の
負
担
感
が
あ
る
の
か

等
々
に
つ
い
て
も
調
査
し
な
い
こ

と
に
は
即
答
で
き
な
い
の
で
、
情

報
交
換
、
情
報
収
集
し
て
適
切

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
趣
旨
、
村
内
の
方
々
へ
の
自
立

支
援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
中
で

も
色
々
作
業
し
な
が
ら
、
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

こ
と
が
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ

れ
に
向
け
て
村
と
し
て
何
か
対
応

で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
た
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
家
賃
助
成
に
つ
い
て

平良  嗣男
議 員

答

答

一

般

質

問

問

問
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村政を問う！

P2 平良 嗣男 議員 認知症対応型グループホーム
入居者家賃助成について

P3 宮城 貢 議員 令和６年度重点事業等の進捗と
政治姿勢について

P4 大山 美佐子 議員 本村各種税金および手数料などに
ついて

P5 大城 邦彦 議員 台湾地震に伴う津波警報での
避難状況について

P6 吉浜 覚 議員 安心・安全な住みよい環境づくりを
問う

P7 宮城 良治 議員 台風後の対策について

P8 宮城 美和子 議員 村営団地保証人制度廃止について

村
内
に
は
、
介
護
度
区
分
　
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
ら

れ
た
村
民
が
多
数
居
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
村
か
ら

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
家
賃
助
成
（
補
助
金
等
）

が
で
き
な
い
か
次
の
３
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
介
護
度
区
分
要
支
援
１
〜
要

介
護
５
ま
で
の
村
民
は
何
名

な
の
か
。

②
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

が
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
の
家
賃
等
補
助
事

業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

③
村
か
ら一人
当
た
り
２
万
円
の

家
賃
助
成
が
で
き
な
い
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
令
和
６
年
３
月
末
時
点
で
要

介
護
認
定
は
、
２
４
１
名
。

そ
の
う
ち
、
村
民
（
住
所
地

特
例
該
当
者
を
除
く
）
は
２

３
３
名
で
あ
る
。

②
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お

い
て
、
家
賃
、
食
材
費
及
び

光
熱
水
費
の
費
用
負
担
が
困

難
な
低
所
得
者
に
対
し
、
利

用
者
負
担
の
軽
減
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
助

成
を
行
う
も
の
と
な
って
い
る
。

③
地
域
支
援
事
業
の
「
包
括
的

支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
」

の
中
に
事
業
メ
ニュ
ー
が
あ
り
、

制
度
上
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
実
施
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
村
に
お
い

て
は
、
現
在
、
既
に
「
包
括

的
支
援
事
業
及
び
任
意
事
業
」

の
交
付
上
限
額
を
超
過
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
実
施
す
る

事
は
難
し
い
。

広
域
連
合
が
行
っ
て
い
る
地
域
事

業
の
包
括
的
支
援
事
業
及
び
任

意
事
業
の
そ
の
他
事
業
の
中
で

認
知
症
対
策
型
協
働
介
護
事
業

が
あ
り
、
お
隣
の
国
頭
村
は
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
居
者
家
賃
助
成
事
業
実
施

要
綱
を
平
成
30
年
９
月
11
日
に

告
示
を
し
て
実
施
を
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
は
、
令
和
３
年
度
、

補
助
額
が
２
５
３
万
９
８
０
０

円
、
延
べ
人
数
が
１
３
０
人
分
、

令
和
４
年
度
は
３
２
７
万
８
３
５

０
円
、
１
６
０
人
分
、
令
和
５

年
度
は
３
０
０
万
６
５
０
０
円
１

５
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
約

１
５
０
名
に
対
し
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
広
域
の
事
業
を
使
っ
て
お

り
、
村
の一般
財
源
が
出
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
国

頭
村
は
行
っ
て
い
る
。
村
長
は
大

変
難
し
い
と
い
う
が
、
低
所
得

で
入
居
費
用
が
ど
う
し
て
も
で

き
な
い
方
が
い
る
。
そ
う
い
う

こ
と
を
鑑
み
て
、
も
う一歩
、
行

政
の
長
と
し
て
、
福
祉
に
力
を

入
れ
て
や
っ
て
い
く
と
、
そ
う
い

う
思
い
が
な
い
の
か
。
大
宜
味

村
の
村
づ
く
り
応
援
寄
附
の
中

で
、
介
護
福
祉
充
実
に
関
す
る

事
業
で
８
４
０
万
円
あ
り
、
そ

こ
ら
辺
を
活
用
し
た
福
祉
の
充

実
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
も
ち
ろ
ん
弱
者
を
支
え
る
の
は

村
の
役
目
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
ら

辺
は
事
業
主
体
の
経
営
実
態
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
形

で
こ
の
単
価
設
定
が
さ
れ
て
、
ど

れ
だ
け
の
負
担
感
が
あ
る
の
か

等
々
に
つ
い
て
も
調
査
し
な
い
こ

と
に
は
即
答
で
き
な
い
の
で
、
情

報
交
換
、
情
報
収
集
し
て
適
切

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
趣
旨
、
村
内
の
方
々
へ
の
自
立

支
援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
中
で

も
色
々
作
業
し
な
が
ら
、
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

こ
と
が
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ

れ
に
向
け
て
村
と
し
て
何
か
対
応

で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
た
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
家
賃
助
成
に
つ
い
て

平良  嗣男
議 員

答

答

一

般

質

問

問

問
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一

般

質

問

３
点
伺
う
。

①
令
和
５
年
12
月
定
例
議
会
令

和
６
年
３
月
定
例
議
会
の一般

質
問
で
『
福
祉
拠
点
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
事
業

等
は
国
と
の
パ
イ
プ
役
が
必

要
だ
と
聞
い
て
い
る
』
と
伺
っ

た
。
令
和
６
年
１
月
12
日

（
金
）、
村
長
は
沖
縄
市
民
会

館
で
の
自
由
民
主
党
第
３
選

挙
区
新
春
の
集
い
に
参
加
し
、

『
今
年
の
選
挙
・
必
勝
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
』
が
あ
り
、
村
長

は
壇
上
に
上
が
り
右
手
こ
ぶ

し
を
あ
げ
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

行
っ
た
。
私
も
含
め
周
り
の

方
々
は
沖
縄
県
議
選
で
の
自

由
民
主
党
公
認
候
補
者
へ
の
支

持
・
推
薦
だ
と
考
え
た
。
今

回
の
国
頭
郡
区
に
お
い
て
ど
の

候
補
者
を
支
持
す
る
の
か
伺

う
。

②
大
型
宿
泊
施
設
誘
致
調
整
業

務
は
、
令
和
５
年
度
末
で
の

協
定
書
締
結
が
な
ぜ
遅
れ
て

い
る
か
伺
う
。

③
結
い
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
定
例

議
会一般
質
問
で
具
体
的
な
内

容
は
伺
っ
た
。
指
定
管
理
者
等

に
つ
い
て
現
在
、
検
討
中
の
指

針
等
は
あ
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

①
国
頭
郡
区
の
県
議
選
挙
は
、

キ
ナ
さ
ん
と
儀
保
さ
ん
を
支
持

す
る
。
こ
の
方
々
の
経
歴
、
実

績
、
人
柄
、
そ
し
て
私
の
お
付

き
合
い
の
程
度
等
で
す
。
仲
里

さ
ん
が
挨
拶
に
見
え
て
い
た
ら

ど
う
な
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

②
協
定
締
結
に
関
し
て
物
価
高

騰
等
で
建
築
費
用
が
高
騰
し

事
業
計
画
の
見
直
し
等
が
あ

り
締
結
に
至
っ
て
い
な
い
。
村

と
し
て
、
進
捗
状
況
確
認
の
た

め
６
月
19
日
に
ル
ー
ト
イ
ン
ホ

テ
ル
東
京
本
部
に
出
向
き
状
況

確
認
す
る
予
定
。

③
指
定
管
理
に
関
す
る
指
針
は
な

い
。
年
内
に
募
集
に
関
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
仕
様
書
及
び
選
定

委
員
会
の
要
綱
等
を
準
備
し
、

年
明
け
以
降
の
募
集
に
向
け
準

備
を
進
め
た
い
。

５
月
31
日
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
２

面
に
県
議
選
に
つ
い
て
の
記
事

『
県
議
選
、
違
法
掲
示
１
５
５
９

件
撤
去
命
令
』
の
大
見
出
し
が

あ
る
。
国
頭
郡
区
キ
ナ
候
補
１

５
８
件
，
儀
保
候
補
１
０
８
件
，

仲
里
候
補
46
件
。
県
選
挙
管
理

委
員
会
は
５
月
23
日
付
で
立
候

補
者
の
氏
名
等
を
記
載
し
た
違

法
な
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
１
５
５

９
件
に
撤
去
命
令
を
出
し
た
。

二
人
の
掲
示
物
が
特
に
大
宜
味

村
で
目
立
つ
。
村
長
、
何
か
感

想
が
あ
る
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
の
ぼ
り
や
掲
示
物
に一
切
触
れ

て
な
い
。
他
人
に
指
示
で
き
る
立

場
で
も
な
い
の
で
、
全
く
関
知
し

て
な
い
。

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
委
員

会
は
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
る

か
。

佐
久
川
紀
亮 

企
画
観
光
課
長

　
選
定
委
員
会
の
要
綱
等
の
中

で
メ
ン
バ
ー
も
決
め
て
い
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
選
定
し
て
い
く
。

村
が
進
め
る
指
定
管
理
者
の
収

入
源
、
指
定
管
理
料
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

佐
久
川
紀
亮 

企
画
観
光
課
長

　
指
定
管
理
に
関
し
て
、
村
と
し

て
の
今
の
想
定
で
は
、
基
本
的
に

指
定
管
理
の
利
益
だ
け
で
は
運
営

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
似
た
よ
う

な
形
で
幾
ら
か
村
か
ら
も
委
託
料

等
の
負
担
が
出
て
く
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
重
点
事
業
等
の
進
捗
と
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

宮城  貢
議 員

問

答

答 問

答 答問 問
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問

問

一

般

質

問

各
種
税
金
（
住
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
保
税
）、

手
数
料
（
水
道
料
・
下
水
道
料
・

保
育
料
・
村
営
住
宅
家
賃
な
ど
）

と
様
々
な
支
払
い
が
あ
る
が
、

そ
の
支
払
い
時
に
口
座
振
替
が

可
能
な
金
融
機
関
が
、
農
協
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
海
邦
銀
行
（※

海
邦
銀
行
は
住
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
の
み
）
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
村

民
か
ら
口
座
振
替
を
県
内
に
あ

る
金
融
機
関
す
べ
て
で
出
来
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
金
融
機
関

だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な

ど
様
々
な
支
払
方
法
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
２
点
伺
う
。

①
県
内
す
べ
て
の
金
融
機
関
で

口
座
振
替
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
で

き
た
場
合
の
費
用
対
効
果
は

ど
う
な
る
の
か
。

②
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

で
き
た
場
合
の
費
用
対
効
果

は
ど
う
な
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
Ｊ
Ａ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
海
邦

銀
行
の一部
に
つ
い
て
は
口
座
振

替
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
を
目
途
に
、
ま
ず
は
海
邦

銀
行
と
全
取
引
の
対
応
及
び

各
銀
行
と
の
新
規
利
用
契
約

の
締
結
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
費
用
対
効
果

は
関
し
て
は
、
行
政
側
の
シ
ス

テ
ム
に
設
定
費
用
な
ど
が
発
生

す
る
こ
と
、
各
銀
行
の
月
額
手

数
料
が
異
な
る
た
め
、
現
段

階
で
は
回
答
で
き
な
い
。

②
令
和
６
年
度
よ
り
国
が
奨
め
る

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
が
、
住
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
で

導
入
さ
れ
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の

24
時
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可

能
と
な
って
い
る
こ
と
か
ら
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
は
考
え
て
い
な
い
。

県
内
す
べ
て
の
金
融
機
関
で
口

座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
現
在

口
座
振
替
が
可
能
な
金
融
機
関
、

農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
海
邦

銀
行
の
振
替
の
率
の
向
上
な
ど

何
ら
か
の
手
段
は
考
え
て
い
る
の

か
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
難
し
い
よ
う
だ

が
、
村
民
を
は
じ
め
多
く
の
方

が
関
わ
る
収
納
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
自
治
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
今
後
取
り
入
れ

る
よ
う
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
再
度
伺
う
。

前
田
佳
政 

財
務
課
長

　
口
座
振
替
の
率
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
低
い
割
合
な
の
で
、
今
後

も
推
奨
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
も
共

通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
納

付
の
方
法
も
推
奨
し
な
が
ら
、
同

時
に
口
座
振
替
の
村
民
へ
の
周
知

も
図
って
い
き
た
い
。

本
村
各
種
税
金
お
よ
び
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て

大山 美佐子
議 員

答

答

コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
は
時

間
・
曜
日
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、

い
つ
で
も
納
め
ら
れ
る
の
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

繋
が
る
。
ま
た
収
納
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
県
内
の
各
金

融
機
関
ど
こ
で
も
支
払
い
手

続
き
が
出
来
る
よ
う
調
整
を

行
い
、
振
替
率
の
向
上
も
図

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
導
入

す
る
に
あ
た
っ
て
の
費
用
対

効
果
等
に
つ
い
て
は
色
々
あ

る
と
思
う
が
、
村
民
に
は
負

担
が
か
か
ら
な
い
で
収
納
率

を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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一

般

質

問

３
点
伺
う
。

①
令
和
５
年
12
月
定
例
議
会
令

和
６
年
３
月
定
例
議
会
の一般

質
問
で
『
福
祉
拠
点
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
事
業

等
は
国
と
の
パ
イ
プ
役
が
必

要
だ
と
聞
い
て
い
る
』
と
伺
っ

た
。
令
和
６
年
１
月
12
日

（
金
）、
村
長
は
沖
縄
市
民
会

館
で
の
自
由
民
主
党
第
３
選

挙
区
新
春
の
集
い
に
参
加
し
、

『
今
年
の
選
挙
・
必
勝
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
』
が
あ
り
、
村
長

は
壇
上
に
上
が
り
右
手
こ
ぶ

し
を
あ
げ
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

行
っ
た
。
私
も
含
め
周
り
の

方
々
は
沖
縄
県
議
選
で
の
自

由
民
主
党
公
認
候
補
者
へ
の
支

持
・
推
薦
だ
と
考
え
た
。
今

回
の
国
頭
郡
区
に
お
い
て
ど
の

候
補
者
を
支
持
す
る
の
か
伺

う
。

②
大
型
宿
泊
施
設
誘
致
調
整
業

務
は
、
令
和
５
年
度
末
で
の

協
定
書
締
結
が
な
ぜ
遅
れ
て

い
る
か
伺
う
。

③
結
い
の
浜
海
浜
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
定
例

議
会一般
質
問
で
具
体
的
な
内

容
は
伺
っ
た
。
指
定
管
理
者
等

に
つ
い
て
現
在
、
検
討
中
の
指

針
等
は
あ
る
の
か
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

①
国
頭
郡
区
の
県
議
選
挙
は
、

キ
ナ
さ
ん
と
儀
保
さ
ん
を
支
持

す
る
。
こ
の
方
々
の
経
歴
、
実

績
、
人
柄
、
そ
し
て
私
の
お
付

き
合
い
の
程
度
等
で
す
。
仲
里

さ
ん
が
挨
拶
に
見
え
て
い
た
ら

ど
う
な
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

②
協
定
締
結
に
関
し
て
物
価
高

騰
等
で
建
築
費
用
が
高
騰
し

事
業
計
画
の
見
直
し
等
が
あ

り
締
結
に
至
っ
て
い
な
い
。
村

と
し
て
、
進
捗
状
況
確
認
の
た

め
６
月
19
日
に
ル
ー
ト
イ
ン
ホ

テ
ル
東
京
本
部
に
出
向
き
状
況

確
認
す
る
予
定
。

③
指
定
管
理
に
関
す
る
指
針
は
な

い
。
年
内
に
募
集
に
関
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
仕
様
書
及
び
選
定

委
員
会
の
要
綱
等
を
準
備
し
、

年
明
け
以
降
の
募
集
に
向
け
準

備
を
進
め
た
い
。

５
月
31
日
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
２

面
に
県
議
選
に
つ
い
て
の
記
事

『
県
議
選
、
違
法
掲
示
１
５
５
９

件
撤
去
命
令
』
の
大
見
出
し
が

あ
る
。
国
頭
郡
区
キ
ナ
候
補
１

５
８
件
，
儀
保
候
補
１
０
８
件
，

仲
里
候
補
46
件
。
県
選
挙
管
理

委
員
会
は
５
月
23
日
付
で
立
候

補
者
の
氏
名
等
を
記
載
し
た
違

法
な
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
１
５
５

９
件
に
撤
去
命
令
を
出
し
た
。

二
人
の
掲
示
物
が
特
に
大
宜
味

村
で
目
立
つ
。
村
長
、
何
か
感

想
が
あ
る
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
の
ぼ
り
や
掲
示
物
に一
切
触
れ

て
な
い
。
他
人
に
指
示
で
き
る
立

場
で
も
な
い
の
で
、
全
く
関
知
し

て
な
い
。

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
委
員

会
は
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
る

か
。

佐
久
川
紀
亮 

企
画
観
光
課
長

　
選
定
委
員
会
の
要
綱
等
の
中

で
メ
ン
バ
ー
も
決
め
て
い
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
選
定
し
て
い
く
。

村
が
進
め
る
指
定
管
理
者
の
収

入
源
、
指
定
管
理
料
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

佐
久
川
紀
亮 

企
画
観
光
課
長

　
指
定
管
理
に
関
し
て
、
村
と
し

て
の
今
の
想
定
で
は
、
基
本
的
に

指
定
管
理
の
利
益
だ
け
で
は
運
営

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
似
た
よ
う

な
形
で
幾
ら
か
村
か
ら
も
委
託
料

等
の
負
担
が
出
て
く
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
重
点
事
業
等
の
進
捗
と
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

宮城  貢
議 員

問

答

答 問

答 答問 問
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問

問

一

般

質

問

各
種
税
金
（
住
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
保
税
）、

手
数
料
（
水
道
料
・
下
水
道
料
・

保
育
料
・
村
営
住
宅
家
賃
な
ど
）

と
様
々
な
支
払
い
が
あ
る
が
、

そ
の
支
払
い
時
に
口
座
振
替
が

可
能
な
金
融
機
関
が
、
農
協
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
海
邦
銀
行
（※

海
邦
銀
行
は
住
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
の
み
）
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
村

民
か
ら
口
座
振
替
を
県
内
に
あ

る
金
融
機
関
す
べ
て
で
出
来
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
金
融
機
関

だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な

ど
様
々
な
支
払
方
法
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
２
点
伺
う
。

①
県
内
す
べ
て
の
金
融
機
関
で

口
座
振
替
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
で

き
た
場
合
の
費
用
対
効
果
は

ど
う
な
る
の
か
。

②
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

で
き
た
場
合
の
費
用
対
効
果

は
ど
う
な
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
Ｊ
Ａ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
海
邦

銀
行
の一部
に
つ
い
て
は
口
座
振

替
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
を
目
途
に
、
ま
ず
は
海
邦

銀
行
と
全
取
引
の
対
応
及
び

各
銀
行
と
の
新
規
利
用
契
約

の
締
結
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
費
用
対
効
果

は
関
し
て
は
、
行
政
側
の
シ
ス

テ
ム
に
設
定
費
用
な
ど
が
発
生

す
る
こ
と
、
各
銀
行
の
月
額
手

数
料
が
異
な
る
た
め
、
現
段

階
で
は
回
答
で
き
な
い
。

②
令
和
６
年
度
よ
り
国
が
奨
め
る

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
が
、
住
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
で

導
入
さ
れ
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の

24
時
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可

能
と
な
って
い
る
こ
と
か
ら
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
は
考
え
て
い
な
い
。

県
内
す
べ
て
の
金
融
機
関
で
口

座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
現
在

口
座
振
替
が
可
能
な
金
融
機
関
、

農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
海
邦

銀
行
の
振
替
の
率
の
向
上
な
ど

何
ら
か
の
手
段
は
考
え
て
い
る
の

か
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
難
し
い
よ
う
だ

が
、
村
民
を
は
じ
め
多
く
の
方

が
関
わ
る
収
納
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
自
治
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
今
後
取
り
入
れ

る
よ
う
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
再
度
伺
う
。

前
田
佳
政 

財
務
課
長

　
口
座
振
替
の
率
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
低
い
割
合
な
の
で
、
今
後

も
推
奨
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
も
共

通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
納

付
の
方
法
も
推
奨
し
な
が
ら
、
同

時
に
口
座
振
替
の
村
民
へ
の
周
知

も
図
って
い
き
た
い
。

本
村
各
種
税
金
お
よ
び
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て

大山 美佐子
議 員

答

答

コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
は
時

間
・
曜
日
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、

い
つ
で
も
納
め
ら
れ
る
の
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

繋
が
る
。
ま
た
収
納
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
県
内
の
各
金

融
機
関
ど
こ
で
も
支
払
い
手

続
き
が
出
来
る
よ
う
調
整
を

行
い
、
振
替
率
の
向
上
も
図

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
導
入

す
る
に
あ
た
っ
て
の
費
用
対

効
果
等
に
つ
い
て
は
色
々
あ

る
と
思
う
が
、
村
民
に
は
負

担
が
か
か
ら
な
い
で
収
納
率

を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

行
政
へ
の
意
見
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消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

運
用
に
つ
い
て

一

般

質

問

令
和
６
年
４
月
３
日
に
発
生
し

た
台
湾
地
震
で
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
、
村
に
お
い
て
も
多
く
の

住
民
が
高
台
に
避
難
し
、
幸
い

に
も
沖
縄
本
島
に
津
波
は
到
達

せ
ず
、
避
難
す
る
車
で
渋
滞
が

起
き
、
災
害
発
生
時
の
初
動
対

応
の
重
要
性
な
ど
多
く
の
課
題

も
見
え
た
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
各
集
落
の
避
難
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

②
渋
滞
が
発
生
し
た
場
所
及
び

状
況
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

③
避
難
後
の
ト
イ
レ
や
飲
料
水

の
確
保
な
ど
対
策
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
各
集
落
の
避
難
状
況
は
、
各

区
長
か
ら
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

概
ね
問
題
な
く
避
難
が
で
き
た

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

②
渋
滞
状
況
に
つ
い
て
、
村
道
念

蒲
エ
ー
ガ
イ
線
沿
い
の
結
の
浜

展
望
台
か
ら
堆
肥
工
場
み
の
り

付
近
で
混
雑
し
た
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
。

③
警
報
時
は
暑
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
対
策
本
部
で
も
水
分
補

給
の
件
が
懸
念
事
項
と
し
て
挙

が
っ
た
。
今
後
、
備
蓄
内
容
も

含
め
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

ス
マ
ホ
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
に
よ

り
村
民
に
情
報
が
伝
わ
り
や
す

く
、
現
在
の
登
録
者
数
及
び
登

録
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
登
録
者
数
は
６
０
４
人
で
あ

る
。こ
れ
ま
で
区
長
会
や
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
登
録
推
進

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
登
録
推
進
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。
今
年
度
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
村
の
様
々
な
情
報
を
確
認
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

沖
縄
県
に
お
い
て一番
重
要
な
こ

と
は
離
島
の
夜
間
救
急
搬
送
業

務
等
で
あ
る
が
夜
間
運
航
は
行

わ
な
い
と
の
方
向
で
あ
り
、
有

人
離
島
へ
の
観
光
や
流
動
人
口
の

増
加
を
思
慮
す
る
と
特
に
夜
間

の
救
急
搬
送
に
は
防
災
ヘ
リ
は
重

要
な
安
心
を
保
障
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
24
時
間
運
航
で
き
れ

ば
１
１
９
番
通
報
で
即
飛
来
し

急
患
搬
送
が
可
能
に
な
る
が
村

長
の
見
解
を
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
今
回
の
防
災
ヘ
リ
導
入
に
関

し
、
県
の
説
明
で
は
、
夜
間
の
飛

行
は
行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
、
日

中
の
み
の
飛
行
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
夜
間
飛
行
を
防
災
ヘ
リ

が
担
う
こ
と
で
、
住
民
に
と
っ
て

安
心
感
も
増
す
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

夜
間
運
行
を
行
わ
な
い
場
合
に

は
離
島
の
医
療
格
差
は
改
善
さ

れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
救
え
る

命
を
救
う
た
め
に
は
消
防
防
災

ヘ
リ
の
夜
間
運
行
は
、
絶
対
必

要
条
件
で
あ
る
と
言
え
る
。
夜

間
運
行
が
行
え
る
よ
う
機
会
あ

る
ご
と
に
村
長
に
は
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

友
寄
景
善 

村
長

　
協
議
会
等
で
日
中
だ
け
で
は
な

く
夜
間
運
行
で
き
る
よ
う
な
こ
と

を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

台
湾
地
震
に
伴
う
津
波
警
報
で
の
避
難
状
況
に
つ
い
て

答

答

答

答

問

問問

問

問

大
宜
味
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

登
録
者
数
普
及
推
進
に
つ
い
て

大城  邦彦
議 員
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今
回
の
台
湾
地
震
を
教
訓
と
し
て
、

『
自
主
防
災
組
織
』
を
改
め
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

行
政
へ
の
意
見

問 問

一

般

質

問

２
０
１
７
年
に
前
村
長
が
先
頭
に

な
り
私
達
大
宜
味
村
民
は
こ
れ

ま
で
、
戦
争
に
繋
が
る一切
を
認

め
ず
、
平
和
な
国
際
社
会
を
築

く
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
暮
ら
し

て
き
た
。「
国
民
主
権
」、「
平
和

主
義
」、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

を
謳
っ
た
日
本
国
憲
法
は
、
私

達
大
宜
味
村
民
が
平
和
で
文
化

の
香
り
高
い
豊
か
な
村
づ
く
り

に
取
り
組
む
基
本
で
あ
る
。「
命

ど
ぅ
宝
」
を
再
認
識
し
不
戦
へ
の

誓
い
を
新
た
に
、
未
来
が
あ
る

子
孫
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
こ
こ

に
日
本
国
憲
法
９
条
の
碑
を
役

場
構
内
に
建
立
し
て
い
る
。一方

の
村
立
診
療
所
で
は
、
天
皇
を

賛
美
す
る
よ
う
な
掲
示
物
は
私

達
村
民
の
平
和
主
義
の
村
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
脅
か
す
も
の

で
あ
る
等
の
質
問
を
再
三
す
る
。

診
療
所
の
基
本
理
念
で
あ
る「
皆

様
に
信
頼
さ
れ
心
あ
る
診
療
所
」

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

利
用
者
の
声
を
聴
き
、
こ
れ
を

当
院
の
運
営
に
反
映
さ
せ
、
幅

広
い
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
ご

意
見
箱
」
を
設
置
し
、
利
用
者

の
皆
様
か
ら
よ
り
多
く
の
ご
意

見
い
た
だ
く
と
の
「
ご
意
見
箱
」

が
撤
去
さ
れ
、
意
見
す
る
機
会

が
阻
ま
れ
て
い
る
。
村
内
外
か

ら
指
摘
が
あ
る
掲
示
物
に
つ
い

て
、
村
立
診
療
所
開
設
者
の
村

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
委
託

し
て
い
る
村
医
は
、
契
約
期
限

の
２
０
２
５
年
３
月
ま
で
従
事
す

る
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
後

任
人
事
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
説
明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
掲
示
物
に
つ
い
て
は
、
３
月
定

例
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、
思

想
や
表
現
の
仕
方
、
考
え
方
等
、

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
受
け
止
め
方
も
ひ
と

そ
れ
ぞ
れ
か
と
思
う
の
で
、
こ
の

ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
と

し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
村
医
の
後
任
人
事
つ
い
て

は
、
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
現
在

従
事
し
て
い
る
医
師
と
調
整
を

行
って
い
る
。

村
長
は
診
療
所
の
目
的
、
ビ
ジ
ョ

ン
に
合
っ
た
経
営
が
な
さ
れ
れ
ば

い
い
と
。
無
医
村
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
の
で
、
総
合
的

に
判
断
し
て
診
療
所
の
先
生
に

任
せ
て
い
る
。
こ
の
設
置
条
例

は
、
村
民
の
健
康
保
持
に
必
要

な
診
療
を
行
う
た
め
、
村
立
診

療
所
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
、

ご
意
見
箱
を
設
置
し
利
用
者
か

ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
。

宮
城
敦 

住
民
福
祉
課
長

　
ご
意
見
箱
の
実
施
要
領
の
確

認
を
し
、
ど
う
い
う
経
緯
で
そ
れ

が
そ
こ
の
設
置
場
所
に
な
い
の
か

確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。

喜
如
嘉
ヒ
ン
バ
ー
森
の
崖
崩
れ

で
、
村
に
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊

に
よ
る
災
害
防
止
に
関
す
る
法

律
」
の
制
度
を
活
用
し
て
の
災

害
活
用
を
求
め
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め

る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
事
業
を
進
め
る
の
に
あ
た
り
、

事
業
個
所
周
辺
地
権
者
の
同
意

を
得
た
の
ち
県
と
調
整
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
問
う

問

答

答

答

吉浜  覚
議 員

　
村
内
の
集
落
背
後
地
は
、

殆
ど
崩
落
地
域
。
喜
如
嘉

ヒ
ン
バ
ー
森
の
事
例
を
取
っ

て
、
崩
落
地
域
の
対
策
を

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。

行
政
へ
の
意
見
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消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

運
用
に
つ
い
て

一

般

質

問

令
和
６
年
４
月
３
日
に
発
生
し

た
台
湾
地
震
で
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
、
村
に
お
い
て
も
多
く
の

住
民
が
高
台
に
避
難
し
、
幸
い

に
も
沖
縄
本
島
に
津
波
は
到
達

せ
ず
、
避
難
す
る
車
で
渋
滞
が

起
き
、
災
害
発
生
時
の
初
動
対

応
の
重
要
性
な
ど
多
く
の
課
題

も
見
え
た
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
各
集
落
の
避
難
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

②
渋
滞
が
発
生
し
た
場
所
及
び

状
況
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

③
避
難
後
の
ト
イ
レ
や
飲
料
水

の
確
保
な
ど
対
策
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

友
寄
景
善 

村
長

①
各
集
落
の
避
難
状
況
は
、
各

区
長
か
ら
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

概
ね
問
題
な
く
避
難
が
で
き
た

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

②
渋
滞
状
況
に
つ
い
て
、
村
道
念

蒲
エ
ー
ガ
イ
線
沿
い
の
結
の
浜

展
望
台
か
ら
堆
肥
工
場
み
の
り

付
近
で
混
雑
し
た
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
。

③
警
報
時
は
暑
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
対
策
本
部
で
も
水
分
補

給
の
件
が
懸
念
事
項
と
し
て
挙

が
っ
た
。
今
後
、
備
蓄
内
容
も

含
め
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

ス
マ
ホ
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
に
よ

り
村
民
に
情
報
が
伝
わ
り
や
す

く
、
現
在
の
登
録
者
数
及
び
登

録
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
登
録
者
数
は
６
０
４
人
で
あ

る
。こ
れ
ま
で
区
長
会
や
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
登
録
推
進

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
登
録
推
進
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。
今
年
度
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
村
の
様
々
な
情
報
を
確
認
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

沖
縄
県
に
お
い
て一番
重
要
な
こ

と
は
離
島
の
夜
間
救
急
搬
送
業

務
等
で
あ
る
が
夜
間
運
航
は
行

わ
な
い
と
の
方
向
で
あ
り
、
有

人
離
島
へ
の
観
光
や
流
動
人
口
の

増
加
を
思
慮
す
る
と
特
に
夜
間

の
救
急
搬
送
に
は
防
災
ヘ
リ
は
重

要
な
安
心
を
保
障
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
24
時
間
運
航
で
き
れ

ば
１
１
９
番
通
報
で
即
飛
来
し

急
患
搬
送
が
可
能
に
な
る
が
村

長
の
見
解
を
伺
う
。

友
寄
景
善 

村
長

　
今
回
の
防
災
ヘ
リ
導
入
に
関

し
、
県
の
説
明
で
は
、
夜
間
の
飛

行
は
行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
、
日

中
の
み
の
飛
行
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
夜
間
飛
行
を
防
災
ヘ
リ

が
担
う
こ
と
で
、
住
民
に
と
っ
て

安
心
感
も
増
す
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

夜
間
運
行
を
行
わ
な
い
場
合
に

は
離
島
の
医
療
格
差
は
改
善
さ

れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
救
え
る

命
を
救
う
た
め
に
は
消
防
防
災

ヘ
リ
の
夜
間
運
行
は
、
絶
対
必

要
条
件
で
あ
る
と
言
え
る
。
夜

間
運
行
が
行
え
る
よ
う
機
会
あ

る
ご
と
に
村
長
に
は
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

友
寄
景
善 

村
長

　
協
議
会
等
で
日
中
だ
け
で
は
な

く
夜
間
運
行
で
き
る
よ
う
な
こ
と

を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

台
湾
地
震
に
伴
う
津
波
警
報
で
の
避
難
状
況
に
つ
い
て

答

答

答

答

問

問問

問

問

大
宜
味
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

登
録
者
数
普
及
推
進
に
つ
い
て

大城  邦彦
議 員
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今
回
の
台
湾
地
震
を
教
訓
と
し
て
、

『
自
主
防
災
組
織
』
を
改
め
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

行
政
へ
の
意
見

問 問

一

般

質

問

２
０
１
７
年
に
前
村
長
が
先
頭
に

な
り
私
達
大
宜
味
村
民
は
こ
れ

ま
で
、
戦
争
に
繋
が
る一切
を
認

め
ず
、
平
和
な
国
際
社
会
を
築

く
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
暮
ら
し

て
き
た
。「
国
民
主
権
」、「
平
和

主
義
」、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

を
謳
っ
た
日
本
国
憲
法
は
、
私

達
大
宜
味
村
民
が
平
和
で
文
化

の
香
り
高
い
豊
か
な
村
づ
く
り

に
取
り
組
む
基
本
で
あ
る
。「
命

ど
ぅ
宝
」
を
再
認
識
し
不
戦
へ
の

誓
い
を
新
た
に
、
未
来
が
あ
る

子
孫
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
こ
こ

に
日
本
国
憲
法
９
条
の
碑
を
役

場
構
内
に
建
立
し
て
い
る
。一方

の
村
立
診
療
所
で
は
、
天
皇
を

賛
美
す
る
よ
う
な
掲
示
物
は
私

達
村
民
の
平
和
主
義
の
村
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
脅
か
す
も
の

で
あ
る
等
の
質
問
を
再
三
す
る
。

診
療
所
の
基
本
理
念
で
あ
る「
皆

様
に
信
頼
さ
れ
心
あ
る
診
療
所
」

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

利
用
者
の
声
を
聴
き
、
こ
れ
を

当
院
の
運
営
に
反
映
さ
せ
、
幅

広
い
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
ご

意
見
箱
」
を
設
置
し
、
利
用
者

の
皆
様
か
ら
よ
り
多
く
の
ご
意

見
い
た
だ
く
と
の
「
ご
意
見
箱
」

が
撤
去
さ
れ
、
意
見
す
る
機
会

が
阻
ま
れ
て
い
る
。
村
内
外
か

ら
指
摘
が
あ
る
掲
示
物
に
つ
い

て
、
村
立
診
療
所
開
設
者
の
村

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
委
託

し
て
い
る
村
医
は
、
契
約
期
限

の
２
０
２
５
年
３
月
ま
で
従
事
す

る
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
後

任
人
事
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
説
明
を
求
め
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
掲
示
物
に
つ
い
て
は
、
３
月
定

例
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、
思

想
や
表
現
の
仕
方
、
考
え
方
等
、

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
受
け
止
め
方
も
ひ
と

そ
れ
ぞ
れ
か
と
思
う
の
で
、
こ
の

ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
と

し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
村
医
の
後
任
人
事
つ
い
て

は
、
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
現
在

従
事
し
て
い
る
医
師
と
調
整
を

行
って
い
る
。

村
長
は
診
療
所
の
目
的
、
ビ
ジ
ョ

ン
に
合
っ
た
経
営
が
な
さ
れ
れ
ば

い
い
と
。
無
医
村
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
の
で
、
総
合
的

に
判
断
し
て
診
療
所
の
先
生
に

任
せ
て
い
る
。
こ
の
設
置
条
例

は
、
村
民
の
健
康
保
持
に
必
要

な
診
療
を
行
う
た
め
、
村
立
診

療
所
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
、

ご
意
見
箱
を
設
置
し
利
用
者
か

ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
。

宮
城
敦 

住
民
福
祉
課
長

　
ご
意
見
箱
の
実
施
要
領
の
確

認
を
し
、
ど
う
い
う
経
緯
で
そ
れ

が
そ
こ
の
設
置
場
所
に
な
い
の
か

確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。

喜
如
嘉
ヒ
ン
バ
ー
森
の
崖
崩
れ

で
、
村
に
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊

に
よ
る
災
害
防
止
に
関
す
る
法

律
」
の
制
度
を
活
用
し
て
の
災

害
活
用
を
求
め
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め

る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
事
業
を
進
め
る
の
に
あ
た
り
、

事
業
個
所
周
辺
地
権
者
の
同
意

を
得
た
の
ち
県
と
調
整
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
問
う

問

答

答

答

吉浜  覚
議 員

　
村
内
の
集
落
背
後
地
は
、

殆
ど
崩
落
地
域
。
喜
如
嘉

ヒ
ン
バ
ー
森
の
事
例
を
取
っ

て
、
崩
落
地
域
の
対
策
を

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。

行
政
へ
の
意
見
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一

般

質

問

昨
年
８
月
、
台
風
６
号
と
大
潮

が
重
な
り
屋
古
集
落
前
、
田
港

集
落
前
の
国
道
３
３
１
号
線
が

冠
水
し
、
流
木
や
ゴ
ミ
、
倒
木

な
ど
が
道
路
に
散
乱
し
交
通
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
３
３
１
号

線
は
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て

使
わ
れ
救
急
車
両
も
通
る
た
め

雨
風
が
残
る
中
、
住
民
が
車
が

通
れ
る
程
度
の
流
木
や
ゴ
ミ
を

道
路
わ
き
に
退
け
て
い
る
の
が

現
状
で
、
完
全
に
撤
去
さ
れ
る

ま
で
１
カ
月
以
上
流
木
や
ゴ
ミ
、

倒
木
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、

車
両
の
通
行
や
徒
歩
・
自
転
車

（
子
供
や
お
年
寄
り
）
等
に
よ
る

移
動
時
、
大
変
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
今
年
も
こ
れ
か
ら

台
風
の
時
期
と
な
り
、
台
風
と

大
潮
が
重
な
っ
た
場
合
、
同
様
の

被
害
が
必
ず
お
き
る
。
県
管
理

道
路
で
あ
る
が
村
民
の
生
活
道

路
で
も
あ
る
の
で
速
や
か
な
復

旧
を
村
と
し
て
対
応
で
き
な
い

か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
県
管
理
の
道
路
と
な
る
。
人

命
に
関
わ
る
よ
う
な
緊
急
で
あ
れ

ば
、
協
力
す
る
が
、
基
本
的
に

県
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
県
に
要
請
し
て
い
く
。

県
管
理
道
路
と
い
う
の
は
分
か

る
が
、
こ
こ
を
通
ら
な
い
と
屋

古
・
田
港
の
人
は
外
に
出
る
こ

と
も
で
き
ず
、
現
状
住
民
が
自

助
、
共
助
の
力
で
何
と
か
し
て

い
る
。
現
在
、
屋
古
前
の
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
の
底
が
腐
れ
て
落
ち

て
い
る
。
同
じ
状
況
が
来
た
ら

大
き
な
流
木
等
も
道
路
に
入
り

込
み
、
手
作
業
で
は
厳
し
く
な

る
。
台
風
と
、
大
潮
が
重
な
っ

た
場
合
、
屋
古
・
田
港
に
重
機

の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
事
故
等
が
心
配
だ
と
思

う
が
、
手
作
業
で
や
る
方
が
危

険
で
あ
り
、
時
間
も
か
か
る
。

重
機
さ
え
あ
れ
ば
１
時
間
も
な

い
程
度
で
車
が
通
れ
る
道
幅
を

確
保
で
き
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
で
重
機
を
や
る
と
い
う
こ
と

は
、
道
路
の
管
理
上
、
事
故
等

問
題
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

り
、
基
本
的
に
県
の
方
に
対
応
し

て
も
ら
う
。

県
に
お
願
い
し
て
も
す
ぐ
に
撤

去
で
き
な
い
。
１
、
２
時
間
で
片

づ
け
て
通
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と

救
急
車
両
が
必
要
な
村
民
が
い

た
場
合
に
本
当
に
通
れ
な
い
の

で
、
村
民
の
命
を
守
る
上
で
も

大
切
な
の
で
再
度
伺
う
。

宮
城
豊 

副
村
長

　
昨
年
、
議
員
を
含
め
、
北
部

土
木
事
務
所
長
を
は
じ
め
現
地

ま
で
赴
い
て
現
場
検
証
等
、屋
古
、

田
港
の
状
況
等
を
見
て
頂
い
た
。

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
事
は
ご
も
っ
と

も
で
、一
刻
の
猶
予
も
許
さ
な
い

場
合
、
救
急
車
両
も
通
れ
な
い
の

に
県
が
来
る
ま
で
１
日
、
２
日
待

つ
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
県
と
協
議
し
、
重

機
使
用
料
の
支
出
分
を
見
て
も
ら

え
る
か
、
こ
の
辺
の
緊
急
的
な
措

置
に
関
し
て
こ
れ
か
ら
合
議
を

し
、
自
助
、
共
助
と
い
う
こ
と
で

各
集
落
、
皆
さ
ん
で
片
づ
け
て
頂

い
て
い
る
部
分
が
あ
る
、
本
当
に

人
力
で
は
で
き
な
い
部
分
が
あ
る

と
思
う
。
だ
か
ら
そ
の
重
機
を
役

場
が
配
置
し
て
、
そ
こ
の
使
用
料

あ
た
り
を
県
に
で
き
る
の
か
、
そ

れ
を
実
際
着
手
し
て
い
い
の
か
も

含
め
、
県
と
早
急
に
協
議
し
て
い

き
た
い
。

台
風
後
の
対
策
に
つ
い
て

宮城  良治
議 員

答

答答

問

問

問
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ス
カ
イ
テ
ラ
ス
に
上
が
る

箇
所
、
大
雨
の
際
に
は
水
が

溜
ま
る
状
態
だ
っ
た
が
、
側

溝
の
改
修
を
や
っ
て
も
ら
い

改
善
し
て
い
る
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
へ
の
意
見

問

問

問 答答

一

般

質

問

近
所
の
高
齢
の
方
よ
り
引
っ
越
し

た
い
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
理

由
は
、「
自
宅
が
老
朽
化
で
住
め

ず
、
免
許
も
返
納
し
た
た
め
病

院
へ
近
い
方
が
良
い
」
ま
た
、「
空

き
家
が
良
い
が
、
探
せ
な
い
と

い
う
事
も
理
解
し
て
い
る
、
し

か
し
、
団
地
は
保
証
人
が
必
要

な
の
で
躊
躇
し
て
い
る
。
子
供
は

い
な
い
し
、
親
戚
や
友
人
に
迷

惑
を
か
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
現
在
、
全
国
、
沖

縄
県
内
に
お
い
て
も
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
や
低
所
得
者
な

ど
の
住
宅
困
窮
者
に
と
っ
て
、
連

帯
保
証
人
の
確
保
が
入
居
の
壁

と
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
。
保

証
人
を
不
用
に
し
、
確
保
し
や

す
い
よ
う
２
０
２
２
年
に
県
内
11

市
町
村
が
連
帯
保
証
人
制
度
を

廃
止
し
、
県
も
４
月
以
降
廃
止

す
る
方
針
を
決
め
た
。
す
で
に
、

国
頭
村
は
廃
止
し
て
い
る
。
連

帯
保
証
人
を
廃
止
し
た
場
合
は
、

家
賃
滞
納
の
増
加
を
懸
念
、
亡

く
な
っ
た
際
な
ど
、
対
応
で
発
生

の
回
避
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
村
営
団
地
の
保
証
人

制
度
廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

①
村
は
保
証
人
制
度
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
住
宅
困
窮
者
に
つ
い
て
、
今

後
の
対
応
策
の
考
え
が
あ
る

の
か
。

③「
家
賃
保
証
会
社
」
加
入
（
導

入
）
の
検
討
に
つ
い
て

友
寄
景
善 

村
長

①
保
証
人
制
度
の
役
割
と
し
て

は
、
賃
借
人
が
滞
納
し
家
賃

債
務
の
不
履
行
を
し
た
際
に

賃
借
人
が
代
わ
り
に
弁
済
を

行
な
う
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
賃
借
人
と
連

絡
が
取
れ
な
い
場
合
や
安
否

確
認
を
行
う
際
に
保
証
人
と

の
や
り
と
り
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
保
証
人

制
度
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
住
宅
困
窮
者
に
つ
い
て
は
、
住

民
福
祉
課
へ
の
相
談
な
ど
が
あ

り
、
総
務
課
へ
繋
な
げ
て
村
営

住
宅
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
応

募
し
て
も
ら
い
入
居
し
た
例
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
住

民
福
祉
課
と
も
連
携
を
図
り

つ
つ
、
村
営
住
宅
に
空
き
が
出

た
際
に
は
改
修
等
を
速
や
か
に

行
い
、
公
募
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

③
家
賃
保
証
会
社
の
加
入
に
つ
い

て
は
現
段
階
に
お
い
て
情
報
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
県
内
市

町
村
の
導
入
状
況
等
も
踏
ま

え
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

保
証
協
会
に
つ
い
て
事
例
が
あ

り
、
う
る
ま
市
の
団
地
に
は
家

賃
保
証
の
保
証
協
会
を
導
入
し

て
い
る
。
な
お
、「
連
帯
保
証
人
」、

「
家
賃
保
証
」
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
方
法
が
あ
り
、
今
後
、

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

真
喜
志
亮 

総
務
課
長

　
実
際
に
行
っ
て
い
る
所
が
あ
る

と
い
う
事
な
の
で
、
そ
の
あ
た
り

の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

大
宜
味
村
で
の
自
殺
対
策
計
画

は
あ
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　「
健
康
大
宜
味
21
（
が
ん
じ
ゅ

う
お
お
ぎ
み
）
計
画
」
と
同
時
に

令
和
２
年
３
月
に
作
成
し
て
い

る
。

村
営
団
地
保
証
人
制
度
廃
止
に
つ
い
て

答

自
殺
予
防
対
策
計
画
に
つ
い
て 宮城 美和子

議 員

沖
縄
県
で
は
、「
連
帯
保
証
人
」

を「
緊
急
連
絡
人
」と
し
ま
し
た
。

届
け
を
提
出
し
、
保
証
人
に
代

わ
る
、「
緊
急
連
絡
人
」
と
な
る

制
度
が
あ
る
。

行
政
へ
の
意
見
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一

般

質

問

昨
年
８
月
、
台
風
６
号
と
大
潮

が
重
な
り
屋
古
集
落
前
、
田
港

集
落
前
の
国
道
３
３
１
号
線
が

冠
水
し
、
流
木
や
ゴ
ミ
、
倒
木

な
ど
が
道
路
に
散
乱
し
交
通
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
３
３
１
号

線
は
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て

使
わ
れ
救
急
車
両
も
通
る
た
め

雨
風
が
残
る
中
、
住
民
が
車
が

通
れ
る
程
度
の
流
木
や
ゴ
ミ
を

道
路
わ
き
に
退
け
て
い
る
の
が

現
状
で
、
完
全
に
撤
去
さ
れ
る

ま
で
１
カ
月
以
上
流
木
や
ゴ
ミ
、

倒
木
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、

車
両
の
通
行
や
徒
歩
・
自
転
車

（
子
供
や
お
年
寄
り
）
等
に
よ
る

移
動
時
、
大
変
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
今
年
も
こ
れ
か
ら

台
風
の
時
期
と
な
り
、
台
風
と

大
潮
が
重
な
っ
た
場
合
、
同
様
の

被
害
が
必
ず
お
き
る
。
県
管
理

道
路
で
あ
る
が
村
民
の
生
活
道

路
で
も
あ
る
の
で
速
や
か
な
復

旧
を
村
と
し
て
対
応
で
き
な
い

か
。

友
寄
景
善 

村
長

　
県
管
理
の
道
路
と
な
る
。
人

命
に
関
わ
る
よ
う
な
緊
急
で
あ
れ

ば
、
協
力
す
る
が
、
基
本
的
に

県
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
県
に
要
請
し
て
い
く
。

県
管
理
道
路
と
い
う
の
は
分
か

る
が
、
こ
こ
を
通
ら
な
い
と
屋

古
・
田
港
の
人
は
外
に
出
る
こ

と
も
で
き
ず
、
現
状
住
民
が
自

助
、
共
助
の
力
で
何
と
か
し
て

い
る
。
現
在
、
屋
古
前
の
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
の
底
が
腐
れ
て
落
ち

て
い
る
。
同
じ
状
況
が
来
た
ら

大
き
な
流
木
等
も
道
路
に
入
り

込
み
、
手
作
業
で
は
厳
し
く
な

る
。
台
風
と
、
大
潮
が
重
な
っ

た
場
合
、
屋
古
・
田
港
に
重
機

の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
事
故
等
が
心
配
だ
と
思

う
が
、
手
作
業
で
や
る
方
が
危

険
で
あ
り
、
時
間
も
か
か
る
。

重
機
さ
え
あ
れ
ば
１
時
間
も
な

い
程
度
で
車
が
通
れ
る
道
幅
を

確
保
で
き
る
。

友
寄
景
善 

村
長

　
村
で
重
機
を
や
る
と
い
う
こ
と

は
、
道
路
の
管
理
上
、
事
故
等

問
題
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

り
、
基
本
的
に
県
の
方
に
対
応
し

て
も
ら
う
。

県
に
お
願
い
し
て
も
す
ぐ
に
撤

去
で
き
な
い
。
１
、
２
時
間
で
片

づ
け
て
通
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と

救
急
車
両
が
必
要
な
村
民
が
い

た
場
合
に
本
当
に
通
れ
な
い
の

で
、
村
民
の
命
を
守
る
上
で
も

大
切
な
の
で
再
度
伺
う
。

宮
城
豊 

副
村
長

　
昨
年
、
議
員
を
含
め
、
北
部

土
木
事
務
所
長
を
は
じ
め
現
地

ま
で
赴
い
て
現
場
検
証
等
、屋
古
、

田
港
の
状
況
等
を
見
て
頂
い
た
。

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
事
は
ご
も
っ
と

も
で
、一
刻
の
猶
予
も
許
さ
な
い

場
合
、
救
急
車
両
も
通
れ
な
い
の

に
県
が
来
る
ま
で
１
日
、
２
日
待

つ
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
県
と
協
議
し
、
重

機
使
用
料
の
支
出
分
を
見
て
も
ら

え
る
か
、
こ
の
辺
の
緊
急
的
な
措

置
に
関
し
て
こ
れ
か
ら
合
議
を

し
、
自
助
、
共
助
と
い
う
こ
と
で

各
集
落
、
皆
さ
ん
で
片
づ
け
て
頂

い
て
い
る
部
分
が
あ
る
、
本
当
に

人
力
で
は
で
き
な
い
部
分
が
あ
る

と
思
う
。
だ
か
ら
そ
の
重
機
を
役

場
が
配
置
し
て
、
そ
こ
の
使
用
料

あ
た
り
を
県
に
で
き
る
の
か
、
そ

れ
を
実
際
着
手
し
て
い
い
の
か
も

含
め
、
県
と
早
急
に
協
議
し
て
い

き
た
い
。

台
風
後
の
対
策
に
つ
い
て

宮城  良治
議 員

答

答答

問

問

問
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ス
カ
イ
テ
ラ
ス
に
上
が
る

箇
所
、
大
雨
の
際
に
は
水
が

溜
ま
る
状
態
だ
っ
た
が
、
側

溝
の
改
修
を
や
っ
て
も
ら
い

改
善
し
て
い
る
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
へ
の
意
見

問

問

問 答答

一

般

質

問

近
所
の
高
齢
の
方
よ
り
引
っ
越
し

た
い
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
理

由
は
、「
自
宅
が
老
朽
化
で
住
め

ず
、
免
許
も
返
納
し
た
た
め
病

院
へ
近
い
方
が
良
い
」
ま
た
、「
空

き
家
が
良
い
が
、
探
せ
な
い
と

い
う
事
も
理
解
し
て
い
る
、
し

か
し
、
団
地
は
保
証
人
が
必
要

な
の
で
躊
躇
し
て
い
る
。
子
供
は

い
な
い
し
、
親
戚
や
友
人
に
迷

惑
を
か
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
現
在
、
全
国
、
沖

縄
県
内
に
お
い
て
も
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
や
低
所
得
者
な

ど
の
住
宅
困
窮
者
に
と
っ
て
、
連

帯
保
証
人
の
確
保
が
入
居
の
壁

と
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
。
保

証
人
を
不
用
に
し
、
確
保
し
や

す
い
よ
う
２
０
２
２
年
に
県
内
11

市
町
村
が
連
帯
保
証
人
制
度
を

廃
止
し
、
県
も
４
月
以
降
廃
止

す
る
方
針
を
決
め
た
。
す
で
に
、

国
頭
村
は
廃
止
し
て
い
る
。
連

帯
保
証
人
を
廃
止
し
た
場
合
は
、

家
賃
滞
納
の
増
加
を
懸
念
、
亡

く
な
っ
た
際
な
ど
、
対
応
で
発
生

の
回
避
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
村
営
団
地
の
保
証
人

制
度
廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

①
村
は
保
証
人
制
度
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
住
宅
困
窮
者
に
つ
い
て
、
今

後
の
対
応
策
の
考
え
が
あ
る

の
か
。

③「
家
賃
保
証
会
社
」
加
入
（
導

入
）
の
検
討
に
つ
い
て

友
寄
景
善 
村
長

①
保
証
人
制
度
の
役
割
と
し
て

は
、
賃
借
人
が
滞
納
し
家
賃

債
務
の
不
履
行
を
し
た
際
に

賃
借
人
が
代
わ
り
に
弁
済
を

行
な
う
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
賃
借
人
と
連

絡
が
取
れ
な
い
場
合
や
安
否

確
認
を
行
う
際
に
保
証
人
と

の
や
り
と
り
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
保
証
人

制
度
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
住
宅
困
窮
者
に
つ
い
て
は
、
住

民
福
祉
課
へ
の
相
談
な
ど
が
あ

り
、
総
務
課
へ
繋
な
げ
て
村
営

住
宅
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
応

募
し
て
も
ら
い
入
居
し
た
例
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
住

民
福
祉
課
と
も
連
携
を
図
り

つ
つ
、
村
営
住
宅
に
空
き
が
出

た
際
に
は
改
修
等
を
速
や
か
に

行
い
、
公
募
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

③
家
賃
保
証
会
社
の
加
入
に
つ
い

て
は
現
段
階
に
お
い
て
情
報
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
県
内
市

町
村
の
導
入
状
況
等
も
踏
ま

え
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

保
証
協
会
に
つ
い
て
事
例
が
あ

り
、
う
る
ま
市
の
団
地
に
は
家

賃
保
証
の
保
証
協
会
を
導
入
し

て
い
る
。
な
お
、「
連
帯
保
証
人
」、

「
家
賃
保
証
」
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
方
法
が
あ
り
、
今
後
、

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

真
喜
志
亮 

総
務
課
長

　
実
際
に
行
っ
て
い
る
所
が
あ
る

と
い
う
事
な
の
で
、
そ
の
あ
た
り

の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

大
宜
味
村
で
の
自
殺
対
策
計
画

は
あ
る
の
か
。

友
寄
景
善 

村
長

　「
健
康
大
宜
味
21
（
が
ん
じ
ゅ

う
お
お
ぎ
み
）
計
画
」
と
同
時
に

令
和
２
年
３
月
に
作
成
し
て
い

る
。

村
営
団
地
保
証
人
制
度
廃
止
に
つ
い
て

答

自
殺
予
防
対
策
計
画
に
つ
い
て 宮城 美和子

議 員

沖
縄
県
で
は
、「
連
帯
保
証
人
」

を「
緊
急
連
絡
人
」と
し
ま
し
た
。

届
け
を
提
出
し
、
保
証
人
に
代

わ
る
、「
緊
急
連
絡
人
」
と
な
る

制
度
が
あ
る
。

行
政
へ
の
意
見
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議案等の議決結果一覧
令和６年　第４回（６月）定例会 令和６年６月６日～１２日の７日間の日程で第４回定例会が行われ、

次のとおり決定された。
番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案
第２２号

原案可決
賛成多数

村の地域活性化に貢献する移住定住支援及び、地域コミュ
ニティの維持を図るため、本条例により必要な事項を定め
るため。

大宜味村移住定住促進住宅の
設置及び管理に関する条例

議案
第２３号

原案可決
全会一致

議案第22号の提案に伴い、移住定住促進住宅入居者選考
委員会委員を追加する必要があるため。

特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

報告
第５号 報　告

繰越額9969万8千円
主な事業
社会資本整備総合事業（道路改良）、農地等災害復旧事業

事故繰越し繰越計算書の報告
について（令和５年度大宜味村
一般会計予算）

報告
第４号 報　告

繰越額3億1002万3千円
主な事業
物価高騰対応重点支援給付金事業、北部連携促進特別振
興対策特定開発事業（村道）等

繰越明許費繰越計算書の報告
について（令和５年度大宜味村
一般会計予算）

議案
第３２号

原案可決
全会一致

収益的支出9万2千円の増額補正
既決予定額との合計2億2296万9千円
資本的支出3万4千円の増額補正
既決予定額との合計2億1988万8千円
会計年度任用職員の法定福利費の増

令和６年度大宜味村簡易水道事
業会計補正予算（第１号）

議案
第３１号

原案可決
全会一致

収益的支出26万6千円の増額補正
既決予定額との合計532万7千円
渇水対応による営業費用の増

令和６年度大宜味村工業用水道
事業会計補正予算（第１号）

議案
第３０号

原案可決
全会一致

181万1千円の増額補正
歳入歳出予算総額　5億1969万6千円
主な内容として
マイナンバーカードと健康保険証の一体化に向けたシステ
ム改修事業

令和６年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

議案
第２９号

原案可決
賛成多数

6287万4千円の増額補正
歳入歳出予算総額　53億9834万1千円
主な内容として
物価高騰対応重点支援給付金、定額減税補足給付金、低所
得の子育て世帯に対する物価高騰対応重点支援給付金

令和６年度大宜味村一般会計補
正予算（第１号）

議案
第２８号

可決
全会一致

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部を改正する法律附則第1条第2号
に掲げる規定による広域連合規約の変更。

沖縄県後期高齢者医療広域連
合規約の変更に関する協議に
ついて

議案
第２７号

原案可決
全会一致

沖縄県母子及び父子家庭等医療費助成事業実施要綱が改
正、施行されたことに伴う本条例の一部改正。

大宜味村母子及び父子家庭等
医療費助成に関する条例の一
部を改正する条例

議案
第２６号

原案可決
全会一致

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部を改正する法律の公布及び各医
療費助成について個人番号と連携して事務処理を行う必要
があるため。

大宜味村行政手続における特
定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例

議案
第２５号

原案可決
全会一致

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第24条
の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用さ
れる場合等を定める省令の一部改正に伴い、本条例の整備
を行う必要があるため。

大宜味村固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正
する条例

議案
第２４号

原案可決
全会一致

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う本条例の
改正。

大宜味村職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する
条例

議

決

結

果
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議案等の議決結果一覧
令和６年　第４回（６月）定例会 令和６年６月６日～１２日の７日間の日程で第４回定例会が行われ、

次のとおり決定された。
番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案
第２２号

原案可決
賛成多数

村の地域活性化に貢献する移住定住支援及び、地域コミュ
ニティの維持を図るため、本条例により必要な事項を定め
るため。

大宜味村移住定住促進住宅の
設置及び管理に関する条例

議案
第２３号

原案可決
全会一致

議案第22号の提案に伴い、移住定住促進住宅入居者選考
委員会委員を追加する必要があるため。

特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

報告
第５号 報　告

繰越額9969万8千円
主な事業
社会資本整備総合事業（道路改良）、農地等災害復旧事業

事故繰越し繰越計算書の報告
について（令和５年度大宜味村
一般会計予算）

報告
第４号 報　告

繰越額3億1002万3千円
主な事業
物価高騰対応重点支援給付金事業、北部連携促進特別振
興対策特定開発事業（村道）等

繰越明許費繰越計算書の報告
について（令和５年度大宜味村
一般会計予算）

議案
第３２号

原案可決
全会一致

収益的支出9万2千円の増額補正
既決予定額との合計2億2296万9千円
資本的支出3万4千円の増額補正
既決予定額との合計2億1988万8千円
会計年度任用職員の法定福利費の増

令和６年度大宜味村簡易水道事
業会計補正予算（第１号）

議案
第３１号

原案可決
全会一致

収益的支出26万6千円の増額補正
既決予定額との合計532万7千円
渇水対応による営業費用の増

令和６年度大宜味村工業用水道
事業会計補正予算（第１号）

議案
第３０号

原案可決
全会一致

181万1千円の増額補正
歳入歳出予算総額　5億1969万6千円
主な内容として
マイナンバーカードと健康保険証の一体化に向けたシステ
ム改修事業

令和６年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

議案
第２９号

原案可決
賛成多数

6287万4千円の増額補正
歳入歳出予算総額　53億9834万1千円
主な内容として
物価高騰対応重点支援給付金、定額減税補足給付金、低所
得の子育て世帯に対する物価高騰対応重点支援給付金

令和６年度大宜味村一般会計補
正予算（第１号）

議案
第２８号

可決
全会一致

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部を改正する法律附則第1条第2号
に掲げる規定による広域連合規約の変更。

沖縄県後期高齢者医療広域連
合規約の変更に関する協議に
ついて

議案
第２７号

原案可決
全会一致

沖縄県母子及び父子家庭等医療費助成事業実施要綱が改
正、施行されたことに伴う本条例の一部改正。

大宜味村母子及び父子家庭等
医療費助成に関する条例の一
部を改正する条例

議案
第２６号

原案可決
全会一致

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部を改正する法律の公布及び各医
療費助成について個人番号と連携して事務処理を行う必要
があるため。

大宜味村行政手続における特
定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例

議案
第２５号

原案可決
全会一致

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第24条
の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用さ
れる場合等を定める省令の一部改正に伴い、本条例の整備
を行う必要があるため。

大宜味村固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正
する条例

議案
第２４号

原案可決
全会一致

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う本条例の
改正。

大宜味村職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する
条例

議

決

結

果
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令和６年　第４回（６月）定例会 令和６年６月６日～１２日の７日間の日程で第４回定例会が行われ、
次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

令和６年　第５回（８月）臨時会 令和６年８月６日に第５回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議案等の概要 結　果

賛否分かれたもの

結　　果
令和６年　第４回　定例会

令和６年　第２回　定例会

議案第22号
議案第29号

賛成多数
賛成多数

議案第34号 賛成多数

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

大
　城
　佐
　一

平
　良
　嗣
　男

吉
　浜
　
　
　覚

新
　崎
　悟
　一

前
　田
　
　
　孝

宮
　城
　美
和
子

大
　山
　美
佐
子

大
　城
　邦
　彦

宮
　城
　良
　治

宮
　城
　
　
　貢

〇 ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　
退 ： 棄権と意思表明しての退場
※議長は採決に加わっていません。

（議長）

決議案
第２号

原案可決
全会一致県産品及び村産品奨励運動を推進するため。県産品及び村産品の優先使用

に関する決議

決議案
第1号

原案可決
全会一致

在沖縄米軍人による昨今の相次ぐ事件に関し、村民の人権
や生命を守る立場から、事件・事故の実効性ある再発防止
を強く求め、少女や女性の人権と尊厳を踏みにじる卑劣な
蛮行に満身の怒りを込めて米軍各関係機関に対して厳重に
抗議をするため

米兵による少女拉致暴行事件
及び成人女性への不同意性交
致傷事件に対する抗議決議

意見案
第２号

原案可決
全会一致

在沖縄米軍人による昨今の相次ぐ事件に関し、村民の人権
や生命を守る立場から、事件・事故の実効性ある再発防止
を強く求め、少女や女性の人権と尊厳を踏みにじる卑劣な
蛮行に満身の怒りを込めて各関係機関に対して厳重に抗議
をするため

米兵による少女拉致暴行事件
及び成人女性への不同意性交
致傷事件に対する意見書

議案
第３６号

原案可決
全会一致

1012万8千円の増額補正
歳入歳出予算総額54億846万9千円
主な内容として
観光地安全対策事業

令和６年度大宜味村一般会計補
正予算（第２号）

議案
第３５号

可　決
全会一致

契約の方法 ： 指名競争入札による契約
契 約 金 額 ： 9350万円
契約の相手 ： 有限会社　山城建設

塩屋漁港海岸護岸機能保全工
事（１工区）の請負契約について

議案
第３４号

可　決
賛成多数

契約の方法 ： 指名競争入札による契約
契 約 金 額 ： 7億620万円
契約の相手 ： 有限会社　新栄建設

結の浜海浜公園整備工事（１工
区）の請負契約について

議案
第３３号

可　決
全会一致

契約の方法 ： 指名競争入札による契約
契 約 金 額 ： 6160万円
契約の相手 ： 有限会社　新栄建設

川茶橋架替工事の請負契約に
ついて

陳情
第２２号 議員配布

沖縄県社会保障推進協議会より
地方自治法第99条に基づき、件名のとおり政府に対して意
見書の提出を求める陳情

訪問介護費の引き下げ撤回と、
介護報酬引き上げの再改定を
早急に行うことを求める陳情書

陳情
第23号 議員配布

栃木県在住　成田さち氏より
地方自治法第99条に基づき、件名のとおり政府に対して意
見書の提出を求める陳情

ガザ地区の即時停戦のための
積極的外交を政府に要求する
意見書の提出を求める陳情書

報告
第６号 報　告繰越額8642万4千円

工事請負費の繰越
繰越明許費繰越計算書の報告
について（令和５年度大宜味村
簡易水道事業特別会計予算）

議

決
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果
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令和６年第４回（６月）定例会
議案第22号　大宜味村移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例について

反 対 討論

　本案は、大宜味村の地域活性化に貢献する移住定住支援及び、地域コミュニティーの維持を
図るため、大宜味村移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例より必要な事項を定めるた
めのものである。（自治会への参加等）第２１条　⑴では、入居しようとする住宅が存する地区の
自治会に加入することを遵守することとなっている。しかし、自治会は地域住民が豊かですみよ
い町や村づくりを目指して、地域における様々の問題解決に取り組むとともに住民の連帯意識
の向上に努めている任意の団体である。あくまでも任意の団体なので、自治会に加入することを
遵守しなければならないと強制することはできない。因みに「議員必携」によると、議会にとって
は、条例の制定、改廃件は、予算の議決権と並んで最も重要な権限であるので、その行使に当
たっては、特に慎重でなければならない。そして、住民の意思の反映に努め、条例の効果や他の
法令との関係を十分検討することが必要である。町村の条例は町村自体の法則であるが、憲法
を頂点する国の法令の範囲内において効力を有するものである。憲法が第９４条において「地方
公共団体は、・・・・・・・・・法律の範囲内で条例を制定することができる」と定め、これを承けて、地方
自治法は、第１４条第１項で「普通公共団体は、法令に違反しない限りにおいて第２条第２項の事務
に関し、条例を制定することができる」と規定している。これは、条例が国の法令のもと国の法令
に違反しない限りにおいて効力を有することを示しているものである。よって、憲法で定めた基
本的人権に関する事柄を制限するような規定を設けた場合に多く問題が生じる。これらの事項
については、公共の福祉に反しない限度における人権の行使が許されるのであるから、その限
界を超えるものについてのみ条例で規制できる。したがって、その規制できる限度を超えた条例
の規定は無効とされる。どうか、本案に対する各議員の賛同を求め、反対討論とします。

吉浜  覚 議員

賛 成 討論

　この条例の趣旨で、大宜味村が掲げる人口目標の達成、地域コミュニティの維持及び移住定
住環境の改善を図るためというのがあります。やはりこの「加入すること」と、「加入に努めるこ
と」ということでは大きく意味が違います。地域にとってこの移住定住で来られる移住者、入居す
る方に地域としてはやはり地域活動をやっていただきたいというのがあって、入居の資格という
ところでも地域活動・地域文化活動の担い手になる者というのがあるので、やはり地域としては
地域活動、その辺を一緒にやっていただきたいので21条の「入居しようとする住宅が存ずる地
区の自治会に加入すること。」という部分も含めて、この案に対して賛成の立場で討論します。議
員各位の御理解と賛同をお願い申し上げまして、賛成討論といたします。

宮城  良治 議員

討

論

大宜味村 議会だより  　No.184 11



令和６年第５回（８月）臨時会
議案第34号　結の浜海岸公園整備工事（１工区）の請負契約について

反 対 討論

賛 成 討論

　本議案は、⑴人工ビーチ建設予定地に隣接した塩屋漁港の拡張工事計画がある地域水産物
供給基盤整備事業は５トン未満の漁船を対象とする漁港に19トンの漁船の航行に支障が無いよ
うに航路深水3ⅿから50㎝浚渫して深水3.5ⅿとするため、周辺海岸の更なる浸食で集落や周辺
地域で災害や潮の流れで人工ビーチの砂が港湾の航路に流出することが予想されます。人工
ビーチの現設計では塩屋漁港の拡張工事を考慮された設計がされていないので、大幅な見直し
が必要。⑵県知事視察で結の浜埋立地の護岸の崩落現場も視察され、友寄村長は危険性を県知
事に訴え、護岸の整備の協力を求めています。結の浜の至る所で護岸の被覆石が波の影響では
剝がたり、被覆石の内部が洗堀している箇所もあります。護岸を保護設置された消波ブロックで
すら、波に破壊されている箇所もあります。大宜味村海浜及び沿岸では波の浸食によって護岸の
底部が浸食。⑶沖縄総合事務局が令和４年４月から大宜味村の海岸で実施している｢サンゴ礁海
岸の保全･形成促進に関する調査検討業務｣にも、浸食の影響により既設構造物への問題が生じ
ていると報告があり、大宜味村の沿岸の浸食を問題視。この調査は令和５年３月に終了予定が、
今も継続調査しています。ついては、当地を目的地として滞在する観光客への訴求力を高め、魅
力ある観光地の形成を行うとともに、沖縄における観光客偏在の解消を通じて、北部全体の発展
に寄与すると説明をしているが、当地の事業計画は制度設計に問題。過度な財政負担や災害を
誘引する危険性があり、地域住民を不安に陥れる予想される事業は、本村及び北部全体の発展
の妨げとなります。どうか、本議案に対する各議員の反対の賛同を求め、反対討論とします。

　大宜味村は、結の浜海浜整備事業として北部振興策にエントリーし、令和５年度第１四半期に
補助金交付が決定しています。令和５年６月定例議会、私の一般質問に対し『事業は、令和５年度
に実施設計、測量業務、令和６年から７年度に土木工事、備品関係の整備が計画されている。』と
友寄景善村長は答えている。結の浜海浜整備事業と関連する地域説明会が、令和４年１２月、令
和５年４月１８日、令和５年８月２４日、令和５年１０月３０日にありました。結の浜地区大型宿泊施設
誘致及び結の浜海浜整備事業に関する地域説明会の中では、大型宿泊施設誘致に関する業務
経過としての報告がありました。幅広い大宜味村民にとって、過疎対策や雇用創出等の事業は、
大きな課題であり、長年の希望・夢でした。子ども議会では、結の浜海浜整備事業等やホテル誘
致計画などについて質問がありました。中学生の皆さんからの、大宜味村の将来を見据えての
とても興味がある質疑内容でした。ネガティブな意見で行政が行おうとしている過疎対策や雇
用創出などで、足を引張り、物事を改める道筋等の改革に対して保守的対応をするなど『反対の
ための反対』であり、『主義・主張の保守化』だと感じます。今回の請負契約工事は北部振興策関
連予算が計上されています。予算執行を遅らせて事業を止めることを目的としての反対だと思
います。最後に、村議会七不思議の一つに、予算・補正予算等に北部振興策関連予算が計上され
ると、歳入・歳出の中身を問わず『反対のための反対』をしてきたと思います。よって議員各位の
ご理解と賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ賛成の討論といたします。

吉浜  覚 議員

宮城  貢 議員

討

論
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47. おしらせ１

大宜味村議会
ホームページのご案内
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議会を傍聴する際
発熱等風邪の諸症状がないことを確認の

上でご入場下さい。

　7月18日、北部市町村議会議員・
事務局職員研修会が金武町で行わ
れ、名護市・今帰仁村にオープンす
るJUNGLIA OKINAWAを運営す
る（株）ジャパンエンターテイメント
取締役佐藤大介氏による講演をお
聞きました。その中で「年明けには
開業時期等についてお話ができる
かと思います」とありましたので、皆
さんも楽しみにお待ちください。
　町内巡見では、（株）佐喜眞義肢
にて事業に関するお話しをお聞き
しました。

7月1日、県産品奨励
月間に合わせ村商工
会より「地元産品奨
励及び地元企業優
先使用について」
議長代理で平良嗣
男副議長が応対しま
した。

7月9日、県工業連合
会・県JIS協会・県酒造
組合・県商工会連合
会・県商工会議所連
合会より「県産品の優
先使用について」
大城佐一議長が応対
しました。

９月定例会のお知らせ

変更等、詳細につきましては確定後に
「議会ホームページ」にて周知いたします。

12日（木）～20日（金）
【 予  定 】

※予定のため、日にちに変更が生じる可能性
がございますので、予めご容赦ください。

↑（株）佐喜眞義肢で装具の体験をしている宮城貢議員と吉浜覚議員

北部市町村議会議員・議会事務局職員研修会（金武町）

村議会への要請


